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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期

第３四半期累計期間
第40期

第３四半期累計期間
第39期

会計期間
自 平成24年２月21日
至 平成24年11月20日

自 平成25年２月21日
至 平成25年11月20日

自 平成24年２月21日
至 平成25年２月20日

営業収益 (百万円) 68,360 70,998 92,350

経常利益 (百万円) 1,240 600 1,576

四半期(当期)純利益 (百万円) 653 312 787

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,372 1,372 1,372

発行済株式総数 (千株) 14,000 14,000 14,000

純資産額 (百万円) 14,673 14,869 14,806

総資産額 (百万円) 23,798 24,063 24,328

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 52.51 25.17 63.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 10.00 10.00 20.00

自己資本比率 (％) 61.5 61.7 60.8
 

　

回次
第39期
第３四半期
会計期間

第40期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成24年８月21日
至 平成24年11月20日

自 平成25年８月21日
至 平成25年11月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.36 16.73
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下の通りであります。

　その他の関係会社であったアオキ商事株式会社は、平成25年10月1日付で株式会社東海流通システムを

存続会社とする吸収合併により消滅会社となったため、存続会社である株式会社東海流通システムをその

他の関係会社としております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、大企業を中心に企業業績の改善が進むなど、景気は緩

やかに持ち直しております。個人消費は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要等により、耐久消費財を

中心に持ち直しております。また、各種政策の効果等により、景気回復やデフレ脱却が期待されるもの

の、消費税率引上げや海外景気の下振れ懸念等、不透明な状況が続いております。

　当流通業界におきましては、業種・業態を超えた値下げ等による店舗間競争がさらに激化しており、

厳しい経営環境が続いております。

　このような状況におきまして当社は、新設店として２月にニッケタウン稲沢店・６月に大同店をオー

プンし、３月にアズパーク店・４月にトップモール稲沢店・７月に木場店をリニューアルオープンいた

しました。

　販売促進企画として、ポイントカードの新規会員募集やお買物券プレゼント、お客様を対象とした食

品メーカーとの共同企画によるＩＨクッキング教室（本社ビル３Ｆ）の開催を引き続き実施いたしまし

た。また、競合店対策のため、恒例となりました四半期に一度の大感謝祭・週に一度の日曜朝市及び

100円均一等の企画を継続実施いたしました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間は、営業収益709億98百万円（前年同期比3.9％増）、営業利益５

億44百万円（前年同期比54.2％減）、経常利益６億円（前年同期比51.6％減）、四半期純利益３億12百

万円（前年同期比52.2％減）と増収減益となりました。

　なお、当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるた

め、セグメント情報の記載を省略しております。
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(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

(イ)　資産

流動資産は、前事業年度に比べ、６億79百万円減少し、79億21百万円となりました。これは主に、

店舗の設備投資に伴う現金及び預金の減少によるものであります。

　固定資産は、前事業年度に比べ、４億14百万円増加し、161億42百万円となりました。これは主

に、店舗の設備投資によるものであります。

　この結果、総資産は、前事業年度に比べ、２億65百万円減少し、240億63百万円となりました。

(ロ)　負債

流動負債は、前事業年度に比べ、３億49百万円減少し、69億26百万円となりました。これは主に、

未払法人税等の減少によるものであります。

　固定負債は、前事業年度に比べ、22百万円増加し、22億67百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前事業年度に比べ、３億27百万円減少し、91億94百万円となりました。

(ハ)　純資産

純資産合計は、前事業年度に比べ、62百万円増加し、148億69百万円となりました。

　また、自己資本比率は、前事業年度に比べ、0.9ポイント増加いたしました。

　

(3) 主要な設備

前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て、当第３四半期累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

　

事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定金額
(千円) 資金調達

方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力

総額 既支払額 着手 完了

上名古屋店
(名古屋市西区)

小売業
店舗の
新設

338,000 89,989 自己資金 平成25年７月平成25年12月
販売力の
増加

 

(注)　上記金額は、消費税等を含んでおります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,567,000

計 34,567,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年11月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年１月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,000,000 14,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
1,000株

計 14,000,000 14,000,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年11月20日 ― 14,000,000 ― 1,372,000 ― 1,604,090
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年11月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,590,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,076,000 12,076 ―

単元未満株式 普通株式 334,000 ― ―

発行済株式総数  14,000,000 ― ―

総株主の議決権  ― 12,076 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、

それぞれ2,000株(議決権２個)及び400株含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式433株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成25年８月20日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

平成25年11月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アオキスーパー

名古屋市中村区鳥居西通
一丁目１番地

1,590,000 ― 1,590,000 11.4

計 ― 1,590,000 ― 1,590,000 11.4
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年８月21日か

ら平成25年11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年11月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年２月20日)

当第３四半期会計期間
(平成25年11月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,919,787 5,977,871

売掛金 1,089 881

商品 1,174,546 1,339,085

貯蔵品 27,866 28,012

その他 477,847 575,391

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 8,601,076 7,921,182

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,195,953 7,699,650

土地 3,317,473 3,317,473

その他（純額） 940,516 831,624

有形固定資産合計 11,453,943 11,848,748

無形固定資産 483,794 466,494

投資その他の資産

差入保証金 2,742,713 2,783,830

その他 1,094,869 1,090,643

貸倒引当金 △47,680 △47,390

投資その他の資産合計 3,789,903 3,827,083

固定資産合計 15,727,640 16,142,326

資産合計 24,328,717 24,063,509

負債の部

流動負債

買掛金 4,887,672 5,181,937

未払法人税等 582,000 －

賞与引当金 173,700 330,700

ポイント引当金 155,300 184,200

その他 1,477,995 1,229,834

流動負債合計 7,276,667 6,926,672

固定負債

退職給付引当金 466,574 514,903

長期預り保証金 1,255,871 1,207,714

資産除去債務 311,265 334,372

その他 211,939 210,743

固定負債合計 2,245,651 2,267,734

負債合計 9,522,318 9,194,406

純資産の部

株主資本

資本金 1,372,000 1,372,000

資本剰余金 1,604,090 1,604,127

利益剰余金 13,004,529 13,068,645

自己株式 △1,200,258 △1,201,284

株主資本合計 14,780,361 14,843,488

新株予約権 26,036 25,613

純資産合計 14,806,398 14,869,102
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負債純資産合計 24,328,717 24,063,509
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年11月20日)

売上高 65,451,075 67,761,117

売上原価 55,472,496 58,227,113

売上総利益 9,978,578 9,534,003

その他の営業収入 2,908,926 3,236,916

営業総利益 12,887,505 12,770,919

販売費及び一般管理費 11,699,586 12,226,779

営業利益 1,187,918 544,140

営業外収益

受取利息 21,653 22,127

受取配当金 8 7

その他 43,884 38,636

営業外収益合計 65,547 60,770

営業外費用

支払利息 1,515 1,399

収納差金 2,150 3,494

貸倒引当金繰入額 7,280 －

その他 1,627 －

営業外費用合計 12,574 4,893

経常利益 1,240,891 600,018

特別利益

新株予約権戻入益 － 422

特別利益合計 － 422

特別損失

固定資産除却損 53,530 64,183

その他 － 4,400

特別損失合計 53,530 68,583

税引前四半期純利益 1,187,360 531,858

法人税、住民税及び事業税 657,927 339,895

法人税等調整額 △124,422 △120,364

法人税等合計 533,505 219,531

四半期純利益 653,854 312,326
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
至 平成24年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年11月20日)

減価償却費 801,540千円 851,094千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年11月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月17日
定時株主総会

普通株式 157,594 12.50 平成24年２月20日 平成24年５月18日 利益剰余金

平成24年９月27日
取締役会

普通株式 124,321 10.00 平成24年８月20日 平成24月11月１日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年11月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月16日
定時株主総会

普通株式 124,115 10.00 平成25年２月20日 平成25年５月17日 利益剰余金

平成25年９月27日
取締役会

普通株式 124,095 10.00 平成25年８月20日 平成25月11月１日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年11月20日)及び当第３四半期累計期間(自 

平成25年２月21日 至 平成25年11月20日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
至 平成24年11月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年11月20日)

１株当たり四半期純利益金額 52円51銭 25円17銭

　(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 653,854 312,326

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 653,854 312,326

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,452 12,410

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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(重要な後発事象)

１．自己株式の取得

当社は、平成25年12月24日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について

決議し、下記のとおり取得いたしました。

(1) 自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行するため、自己株式を取得するものでありま

す。

(2) 取得の内容

① 取得株式の種類

当社普通株式

② 取得株式の総数

496,000株

③ 取得価格

398,784千円

④ 取得日

平成25年12月25日

⑤ 取得方法

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付

　

２．自己株式の消却

当社は、平成25年12月24日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、下記のとおり

自己株式の消却を行うことを決議しました。

(1) 消却する株式の種類

当社普通株式

(2) 消却する株式の数

1,500,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合　10.71％）

(3) 消却予定日

平成26年２月20日

　

２ 【その他】

第40期(平成25年２月21日から平成26年２月20日まで)中間配当について、平成25年９月27日開催の取締

役会において、平成25年８月20日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額                                 124,095千円

② １株当たりの金額                            　　　10円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成25年11月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人東海会計社

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   前　　田　　勝　　昭   印

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   塚　　本　　憲　　司   印

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   小   島   浩   司   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年12月27日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

 

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社アオキスーパーの平成25年２月21日から平成26年２月20日までの第40期事業年度の第３四半期会計期

間(平成25年８月21日から平成25年11月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年

11月20日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパーの平成25年11月20日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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